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↑サツマイモの天ぷらにかぶりつく児童

3/
5 特産品で交流と元気を

北海道社会貢献賞伝達式

北海道社会貢献賞を受賞
民生児童委員を務める共栄の高橋昇さんが、北海道
社会貢献賞（社会事業関係功労者）を受賞され、この
日、役場会議室で伝達式が行われ、町長から表彰状が
手渡されました。
高橋さんは、平成13年12月から長年にわたり民
生児童委員として社会奉仕の精神をもって町内の社会
福祉の増進に貢献された功績が認められ、受賞に繋が
りました。
受賞を心からお喜び申し上げるとともに、ますます
のご活躍を祈念いたします。

↓↓表彰状を手にする高橋昇氏表彰状を手にする高橋昇氏

3/
8

↑園児とジグソーパズルを行う児童

豊丘小学校職業体験

豊丘小学校6年生の児童3人が職業体験で、役場と
若草保育所を訪れました。役場では、パソコンを使用し
て報告書の作成に取り組み、真剣な様子で作業を行って
いました。若草保育所では、園児たちと一緒に遊ぶこと
で、園児とのかかわり方の体験を行いました。児童たち
は最初は、年の離れた園児たちとどう遊べば良いか悩ん
でいるようでしたが、一緒にジグソーパズルや塗り絵を
していくうちに徐々に仲良くなっているようでした。

役場と保育所で職業体験
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町内小中学校に人権啓発物品を配布

大切に使います
地域人権啓発活動活性化事業の一環で、人権擁護委
員雄武会の山岡良佳治会長ほか2人が町内小中学校
を訪問しました。山岡会長から児童に向けた人権擁護
のメッセージを伝え、トートバックやカラーペンなど
の啓発物品を手渡しました。児童は「大切に使います。
これからも皆と仲良く過ごしていきたいと思います。」
とお礼を伝えました。

↓人権擁護委員から啓発物品を手渡される沢木小学校児童

NPO法人おうむ夢プロジェクトから、1月のいちごの
寄贈に引き続き、町内小中学校に雄武町と交流のある栃木
県益子町の特産品「紅あずま（サツマイモ）」の寄贈があ
りました。
例年実施していた益子町との交流が、新型コロナウイル
ス感染拡大の影響で令和2年度は中止となったことから、
益子町との交流の一環として同法人が寄贈したものです。
寄贈されたサツマイモは学校給食で振舞われ、児童は「家
でも食べたい」と「紅あずま」の味に大満足の様子でした。

まちのできごと
国保病院からのお知らせ
雄武町国民健康保険病院に３月８日付けで平岡裕樹医師が着任し、内科医長に

就任いたしました。
今回、町民の皆さんへのご挨拶について寄稿をいただきましたので、平岡医師

のご紹介と併せてお知らせいたします。

平
ひら

 岡
おか

裕
ゆう

 樹
き

 内科医長（38 歳）
日本内科学会認定医

【略歴】
（最終学歴）

平成 24 年 3 月 杏林大学医学部卒業
（主な職歴）

平成 24 年 4 月 公立八女総合病院 （福岡県）
平成 26 年 4 月 久留米大学病院 （福岡県）
平成 27 年 3 月 済生会大牟田病院 （福岡県）
平成 28 年 4 月 公立八女総合病院 （福岡県）
平成 29 年  11 月 久留米大学病院 （福岡県）
平成 30 年 4 月 国立病院機構九州医療センター（福岡県）
平成 31 年 3 月 標津町国民健康保険標津病院 内科医長

【着任のご挨拶】
このたび、３月から雄武町国保病院内科医長を拝命させていただきました。
もともと福岡県出身で、福岡県内の九州医療センターの呼吸器内科医として、肺がん、喘

ぜんそく

息などを主と
して診療してきました。ちょうど２年前に北海道の病院に一般内科医として赴任する機会を得て、道東の
標津町に内科医として勤務してまいりました。雪もろくに見たこともない地域で育ちましたので、最初は
北国の生活に戸惑いましたが、魅力を感じ、定住することを決めました。

雄武町は、いわば私には縁もゆかりもない土地にはなりますが、優しい住民の方々のお人柄や、豊かな
自然に触れ、毎日楽しく過ごさせていただいております。皆さんの隣人として、気軽に長期お付き合いし
ていただけますと幸いです。

桂巻院長先生のもと、雄武地域の方々の健康維持に微力ながら貢献してまいります。今後ともよろしく
お願いします。

【雄武町国民健康保険病院】
雄武町字雄武 1482 番地の 2
☎ 84-2517
ホームページ
http://www.town.oumu.hokkaido.jp/hospital/

【診療時間】
8 時 30 分～ 12 時 00 分

（受付 11:30 終了）
13 時 30 分～ 17 時 15 分

（受付 16:15 終了）
※診療日程の詳細は 19 ページに掲載
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安

全

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施

～

慣
れ
た
山
に
も
、
隠
れ
た
危
険

～

例
年
、
４
月
に
入
る
と
、
行
者
ニ
ン
ニ

ク
や
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
の
山
菜
を
求
め
て

入
山
し
、
山
中
で
道
に
迷
っ
た
り
、
沢
に

転
落
し
た
り
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

慣
れ
た
山
で
も
、
油
断
に
よ
る
「
危
険

な
落
と
し
穴
」
が
あ
る
こ
と
を
決
し
て
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

行
き
先
を
家
族
に
伝
え
ま
し
ょ
う

行
き
先
が
分
か
ら
な
い
と
、
捜
索
開
始

が
遅
れ
ま
す
。
行
き
先
や
帰
宅
時
間
を
確

実
に
家
族
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

無
理
に
山
奥
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

自
分
の
体
力
や
体
調
、
天
候
や
時
間
に

合
わ
せ
た
行
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

単
独
で
の
入
山
は
避
け
ま
し
ょ
う

万
が
一
、
迷
っ
た
り
、
怪
我
を
し
た
り

し
た
場
合
、
一
人
で
は
救
助
要
請
が
で
き

ま
せ
ん
。
な
る
べ
く
複
数
で
出
掛
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
山
の
中
で
は
、
絶
え
ず

声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
お
互
い
の
位
置

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

目
立
つ
色
の
服
装
で
入
山
し
ま
し
ょ
う

万
一
遭
難
し
た
場
合
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
上
空
か
ら
救
助
に
向
か
う
場
合
も
あ
り

ま
す
。
上
空
か
ら
は
、
赤
色
や
白
色
系
の

服
装
が
目
立
ち
、
発
見
さ
れ
や
す
く
な
り

山
菜
採
り
に
お
け
る
事
故
の
防
止

～ 

手
を
あ
げ
て

じ
ぶ
ん
で
ま
も
ろ
う

い
の
ち
の
あ
い
ず 

～

運
動
期
間

４
月
６
日
㈫
～
15
日
㈭
の
10
日
間

ま
た
、
４
月
10
日
㈯
は
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く

守
り
、
思
い
や
り
の
あ
る
交
通
マ
ナ
ー
で

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
興
部
警
察
署

☎
８
２
‐
２
１
１
０

ま
す
。

携
帯
電
話
や
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
持
ち
ま
し
ょ

う
携
帯
電
話
が
あ
れ
ば
、
非
常
時
の
連
絡

手
段
と
し
て
、
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
あ
る
と

周
囲
に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
興
部
警
察
署

☎
８
２
‐
２
１
１
０

社
会
福
祉

高
齢
者
等
入
浴
優
待
券
を
交
付
し
ま
す

対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
の
該
当
者

①
満
70
歳
以
上

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級	

心
身
障
が
い
者
一
般
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

道
立
心
身
障
害
者
総
合
相
談
所
に
よ
る

巡
回
相
談
が
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
開
催
日

の
２
か
月
前
に
社
会
福
祉
係
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

な
お
、
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
も
実

施
す
る
予
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
地
・
開
催
日

・
北
見
市
5
月
25
日
㈫
、
26
日
㈬
、
10
月

13
日
㈬
、
令
和
4
年
1
月
18
日
㈫
、
19
日
㈬

巡
回
児
童
相
談
実
施
の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
交
通
費
助
成
券
を
交
付
し
、

町
内
で
ハ
イ
ヤ
ー
を
利
用
し
た
際
の
基
本

料
金
分
を
助
成
し
ま
す
。

◉
居
宅
老
人
交
通
費
助
成

対
象
者
・
交
付
枚
数

自
動
車
を
持
っ
て

交
通
費
助
成
券
（
ハ
イ
ヤ
ー
券
）
を

                              

交
付
し
ま
す

い
な
い
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
該
当
者

①
満
75
歳
以
上

24
枚

②
満
70
歳
以
上
の
単
身
世
帯

24
枚

③
満
70
歳
以
上
の
夫
婦
世
帯

18
枚

④
満
70
歳
以
上
で
自
動
車
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
し
た
人

対
象
者
の
世
帯
状

況
に
よ
り
、
24
枚
ま
た
は
18
枚

※
年
度
途
中
に
対
象
と
な
っ
た
人
は
、
決

定
月
か
ら
月
割
計
算
と
な
り
ま
す
。

※
居
宅
老
人
交
通
費
助
成
の
④
に
該
当
す

る
場
合
、「
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」

な
ど
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た

こ
と
を
証
明
で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

必
要
書
類
等
印
鑑
、
生
年
月
日
が
確
認
で

き
る
書
類
（
被
保
険
証
な
ど
）、
各
種
手
帳

◉
重
度
身
体
障
害
者
ハ
イ
ヤ
ー
料
金
助
成

対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
の
該
当
者

①
身
体
障
害
者
手
帳（
１
級
ま
た
は
２
級
）

の
下
肢
障
害
、
体
幹
機
能
障
害
、
視
覚

障
害
の
い
ず
れ
か
が
あ
る
人

②
療
育
手
帳
Ａ
判
定	

交
付
枚
数

43
枚

必
要
書
類
等
印
鑑
、
生
年
月
日
が
確
認
で

き
る
書
類
（
被
保
険
証
な
ど
）、
各
種
手
帳

申
請
場
所

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

※
町
税
な
ど
を
滞
納
し
、
納
付
に
つ
い
て

著
し
く
誠
実
性
を
欠
く
場
合
は
、
交
付

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

児
童
扶
養
手
当
の
額
は
、
毎
年
、
全
国

消
費
者
物
価
指
数
の
実
績
値
に
基
づ
き
改

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
対

前
年
度
比
は
０・０
%
の
た
め
、
令
和
３
年

４
月
以
降
の
金
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

全
部
支
給
（
月
額
）

４
万
３
１
６
０
円

一
部
支
給
（
月
額
）

４
万
３
１
５
０
円
～
１
万
１
8
０
円

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
皆
さ
ま
へ

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
も
し

く
は
母
（
ど
ち
ら
か
所
得
の
高
い
人
が
受

給
者
と
な
り
ま
す
）、
父
母
以
外
が
児
童

を
養
育
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
人
に
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合

は
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
父
母
等
に
監
護
さ
れ
て
い
な
い(

施
設

入
所
等)

と
き

・
障
が
い
児
が
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し

な
い
と
き

・
障
が
い
児
が
当
該
障
が
い
を
支
給
事
由

と
す
る
年
金
を
受
給
し
て
い
る
と
き

（
た
だ
し
全
額
支
給
停
止
の
と
き
を
除
く
）

（
20
歳
未
満
で
就
労
し
、
厚
生
年
金
加

入
の
人
が
交
通
事
故
な
ど
で
障
が
い

と
な
っ
た
場
合
な
ど
※
障
害
厚
生
年

金
の
取
扱
い
に
よ
る
）

・
当
該
父
母
が
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有

し
な
い
と
き

児
童
の
障
害
等
級

▼
１
級
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
と
２
級
の

一
部
、
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ａ
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
が
お

お
む
ね
該
当

▼
２
級
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
の
一
部
と

３
級
、
４
級
の
一
部
、
療
育
手
帳
の

判
定
が
Ｂ
、
精
神
障
害
者
保
険
福
祉

手
帳
２
級
が
お
お
む
ね
該
当

※
い
ず
れ
も
、
診
断
書
等
を
も
と
に
北
海

道
に
て
判
定
を
行
い
ま
す
。

※
こ
れ
ら
は
目
安
で
あ
り
、
手
帳
を
保
有

し
て
い
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
規
認
定
請
求
の
際
の
必
要
書
類
等

・
請
求
者
の
印
鑑

・
認
定
請
求
書

・
住
民
票
（
請
求
者
お
よ
び
対
象
児
童

の
属
す
る
世
帯
全
員
の
も
の
。
里
親
の

場
合
は
対
象
児
童
が
同
一
の
住
民
票

に
属
し
て
い
る
も
の
。
共
通
事
項
と
し

て
、
記
載
事
項
は
個
人
番
号
を
含
め
て

す
べ
て
省
略
し
な
い
も
の
）

・
戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄
本
（
請
求
者
お
よ

び
対
象
児
童
の
も
の
。
外
国
人
の
場
合

は
該
当
な
し
）	

・
診
断
書
等
（
手
帳
保
有
者
は
、
診
断
書

を
省
略
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

・
口
座
振
替
申
出
書
（
金
融
機
関
の
証
明

印
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

・
受
給
資
格
に
関
す
る
同
意
書

・
通
帳
の
写
し
（
請
求
者
の
フ
リ
ガ
ナ
と

同
一
の
口
座
名
義
の
も
の
）

※
認
定
請
求
書
、
診
断
書
等
、
口
座
振
替

申
出
書
、
受
給
資
格
に
関
す
る
同
意

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
の
お
知
ら
せ

書
の
用
紙
は
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉

係
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

※
診
断
書
は
、
申
請
日
か
ら
お
お
む
ね
２

か
月
以
内
に
発
行
さ
れ
た
も
の
に
限

り
ま
す
。
診
断
書
等
を
除
き
、
必
要

書
類
は
発
行
（
作
成
）
か
ら
１
か
月

以
内
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
個
々
の
状
況
に
応
じ
て
、
上
記
以
外
の

書
類
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
当
額

１
級

５
万
２
5
０
０
円

２
級

３
万
４
9
７
０
円

手
当
は
４
月
11
日
、
８
月
11
日
、
11
月

11
日
の
年
３
回
、
4
か
月
分
ず
つ
支
給
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
支
給
日
が
休
日
等
に
あ
た
る
場

合
は
、
そ
の
日
の
直
前
の
平
日
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

※
受
給
資
格
の
喪
失
時
等
は
、
支
給
日
を

待
つ
こ
と
な
く
随
時
払
と
な
り
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

③
療
育
手
帳
Ａ
判
定	

④
精
神
障
害
者
手
帳
１
級	

交
付
枚
数

12
枚

※	

年
度
途
中
に
①
か
ら
④
に
該
当
す
る
こ

と
と
な
っ
た
場
合
、
該
当
月
の
翌
月
か

ら
月
割
計
算
と
な
り
ま
す
。

必
要
書
類
等
印
鑑
、
生
年
月
日
が
確
認
で

き
る
書
類
（
被
保
険
証
な
ど
）、
各
種
手
帳

申
請
場
所

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

※	

町
税
な
ど
を
滞
納
し
、
納
付
に
つ
い
て

著
し
く
誠
実
性
を
欠
く
場
合
は
、
交
付

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

「
巡
回
児
童
相
談
」
は
、
北
見
児
童
相

談
所
か
ら
専
門
の
相
談
員
と
判
定
員
が
雄

武
町
に
来
町
し
、
18
歳
未
満
の
児
童
を
対

象
と
し
て
、
言
葉
の
遅
れ
、
行
動
が
気
に

な
る
、
他
の
子
に
比
べ
て
幼
い
感
じ
が
す

る
な
ど
の
悩
み
を
お
伺
い
し
な
が
ら
、
さ

ま
ざ
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

相
談
内
容

・
療
育
手
帳
等
の
判
定

・
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
心
や
体
に
関
す

る
相
談

・
学
校
や
家
庭
で
の
問
題
に
つ
い
て
の

相
談

・
言
葉
の
障
が
い
、
身
体
の
障
が
い
な
ど

・
そ
の
他
子
ど
も
に
関
す
る
相
談

開
催
日

８
月
3
日
㈫
、
4
日
㈬

10
月
5
日
㈫

※
相
談
内
容
や
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、

ご
希
望
の
日
程
か
ら
調
整
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
催
場
所

役
場
庁
舎
別
館

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

令
和
３
年
２
月
24
日
、
日
本
赤
十
字
雄

武
町
分
区
に
、
赤
十
字
「
災
害
用
天
幕
」

が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

本
天
幕
は
、
日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支

部
か
ら
納
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
各
自

治
会
の
協
力
を
得
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
納

入
い
た
だ
い
た
「
社
資
」
が
財
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。

赤
十
字
「
災
害
用
天
幕
」
は
災
害
時

の
救
護
活
動
な
ど
に
活
用
す
る
予
定
で

す
の
で
、
今
後
と
も
、
赤
十
字
事
業
推

進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

赤
十
字
「
災
害
用
天
幕
」
が
配
置

・
網
走
市

7
月
27
日
㈫
、
28
日
㈬
、
10

月
12
日
㈫

対
象
者

・
18
歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
で
電
動
車

い
す
等
の
直
接
判
定
を
要
す
る
補
装
具

の
交
付
を
希
望
す
る
人

・
18
歳
以
上
の
知
的
障
が
い
者
で
療
育
手
帳

の
新
規
ま
た
は
再
判
定
を
希
望
す
る
人

・
そ
の
他
、
専
門
的
判
定
を
必
要
と
す
る
人

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
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  Information

斜面の点検と斜面に異常を発見し
たときの連絡について
令和２年２月、神奈川県逗子市で道路に隣接

する民有地斜面が崩落し歩行者が亡くなったこ
とから、国土交通省では斜面点検時のポイント
を作成しました。
土地所有者が斜面の点検を行う際の参考とし

てください。
また、斜面に異常（亀裂、浮き石、落石など）

を見つけた際は速やかに役場にご連絡ください。
斜面が道路または道路付近の場合は、建設課

土木管理係、その他の場合は住民生活課住民活
動係が担当となります。

斜面点検時のポイント
点検時に、①斜面に亀裂や、②浮き石、③落

石がある場合は、風化の進行により斜面が不安
定になっている可能性あるため注意が必要で
す。
また、植生が貧弱な場合には、風化が進みや

すいため特に注意が必要です。

住

宅

入
居
募
集

◉町営住宅

営
業
者
は
1
年
間
の
事
業
所
得
か
ら
必

要
経
費
を
控
除
し
た
金
額
に
、
扶
養
控

除
等
を
差
し
引
い
た
額
を
12
で
除
し
た

も
の
で
す
。

※�

裁
量
世
帯
と
は
、
高
齢
者
世
帯
（
60
歳

以
上
）、
高
齢
者
と
18
歳
未
満
の
世
帯
、

障
が
い
者
（
障
が
い
の
程
度
に
よ
る
）

が
い
る
世
帯
、
乳
幼
児
が
い
る
世
帯
、

婚
姻
後
2
年
以
内
で
夫
婦
と
も
に
35
歳

未
満
の
世
帯
（
小
学
生
以
下
の
児
童
が

い
る
場
合
も
可
）
な
ど
で
す
。

◉
サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
レ
ッ
ヂ

・
満
35
歳
未
満
の
独
身
勤
労
者
で
あ
る
こ
と

申
込
方
法

�・�

役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
入
居
す

る
人
の
住
民
票
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

�・
令
和
2
年
1
月
1
日
に
他
市
町
村
に
お
い

て
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た
人
は
当
該
市
町

村
で
発
行
さ
れ
る
市
町
村
民
税
課
税
証
明

書
、
所
得
証
明
書
な
ど
の
直
近
1
年
分
の

所
得
が
分
か
る
も
の
と
、
納
税
証
明
書
も

合
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�・�

町
営
住
宅
に
申
し
込
み
の
際
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

・�

申
込
者
多
数
の
と
き
は
、
住
宅
困
窮
度

の
高
い
人
か
ら
入
居
決
定
し
、
困
窮
度

が
同
じ
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

※
住
宅
の
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
開
し
て
い
ま
す
。
申
込
用
紙
も
ダ
ウ���

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

�http
://w

w
w
.to
w
n
.o
u
m
u
.

hokkaido.jp/

※
住
宅
使
用
料
の
お
支
払
い
に
は
、
安
心

便
利
な
口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

応
募
締
切

新
規

4
月
15
日
㈭

継
続

随
時
受
付

※�

問
い
合
わ
せ
時
に
募
集
を
終
了
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
税
財
管
理
課
管
財
係

団地名 間取り 建築年度 戸数 家 賃 単身

継続

沢木 2LDK 平成 23 年 1 18,400 円 ～ 42,300 円 可
旭日 3LDK 平成 5 ～ 7・10・11 年 10 21,000 円 ～ 54,300 円 不可
新日の出 2LDK 平成 25 年 1 21,200 円 ～ 48,800 円 不可
宮下 3LDK 昭和 59・60 年 3 13,400 円 ～ 25,100 円 不可
末広二区 3LDK 昭和 58 年 1 13,000 円 ～ 21,300 円 不可
潮見 3LDK 昭和 62・63 年 2 17,400 円 ～ 45,400 円 不可
魚田 3LDK 昭和 55 年 1 11,100 円 ～ 16,500 円 可
幌内 3LDK 昭和 51 年 1 7,800 円 ～ 14,400 円 可

末広二区団地

宮下団地潮見団地栄丘町有住宅

沢木団地幌内町有住宅

旭日団地幌内団地

魚田団地 新日の出団地サンライズ
ビレッヂビレッヂ

◉サンライズビレッヂ

新規
間取り 建築年度

1LDK 平成 5 年

戸数 家賃 単身

1 30,000 円  専用

◉栄丘町有住宅

新規
間取り 建築年度

3LDK 平成 3 年

戸数 家賃 単身

1 26,000 円  可

◉幌内町有住宅

継続
間取り 建築年度

3LDK 昭和 54 年

戸数 家賃 単身

1 20,200 円  可

有
す
る
こ
と
に
な
る
人
。

�・
町
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

◉
町
営
住
宅
（
団
地
）

�・�

所
得
が
政
令
月
収
で
一
般
世
帯
は
15
万
8
千

円
、
裁
量
世
帯
は
25
万
9
千
円
を
超
え

な
い
こ
と
。

※�

政
令
月
収
と
は
、
給
与
所
得
者
は
1
年

間
の
給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
に
、
自

入
居
資
格

《
共
通
事
項
》

�・�

雄
武
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た
は

保

健

風
し
ん
抗
体
検
査

昭
和
37
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
54
年

4
月
1
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性

は
、
抗
体
保
有
率
が
ほ
か
の
世
代
に
比

べ
て
低
く
、
早
急
に
風
し
ん
の
発
生
お

よ
び
ま
ん
延
防
止
対
策
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
令
和
４
年
3
月
31
日
ま
で

の
間
に
限
り
、
風
し
ん
に
係
る
定
期
の

予
防
接
種
の
対
象
者
と
し
て
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

対
象
者
に
は
、
令
和
元
年
度
、
令
和
２

税

金

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

令
和
3
年
度
分
の
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
が
始
ま
り
ま
す
。

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

と
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
の
人
が
、

本
人
の
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の
価
格

と
、
雄
武
町
内
の
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の

価
格
を
比
較
で
き
る
制
度
で
す
。

縦
覧
期
間

5
月
31
日
㈪
ま
で

縦
覧
時
間

９
時
～
17
時
ま
で
（
土
・
日

曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所

税
財
管
理
課
課
税
係
窓
口

縦
覧
の
で
き
る
人

・�

雄
武
町
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋
に

係
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者
本
人
ま
た

は
代
理
人
（
委
任
状
ま
た
は
同
意
書
が

必
要
）

問
税
財
管
理
課
課
税
係

春
の
火
災
予
防
運
動

消

防

令
和
３
年
春
の
火
災
予
防
運
動
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

目
的こ

の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者

な
ど
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少

さ
せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

実
施
期
間

４
月
20
日
㈫
～
30
日
㈮

重
点
目
標

・
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

・
乾
燥
時
お
よ
び
強
風
時
の
火
災
発
生

防
止
対
策
の
推
進

・
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

・
特
定
防
火
対
象
物
に
お
け
る
防
火
安

全
対
策
の
徹
底

・
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け
た
取

組
の
推
進

・
多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
に
対
す

る
火
災
予
防
指
導
等
の
徹
底

問
紋
別
地
区
消
防
組
合
消
防
署
雄
武
支
署

☎
８
４
‐
２
０
５
２

年
度
に
個
別
通
知
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

令
和
３
年
度
に
つ
い
て
も
ク
ー
ポ
ン
券
を

順
次
、
再
送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
医
療

機
関
の
ほ
か
、
職
域
健
診
や
町
の
集
団
健

診
時
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
無
料
で
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
ク
ー
ポ
ン
券
が
お
手
元
に
届
か

な
い
際
や
不
明
点
に
つ
い
て
は
、
保
健
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
保
健
係

①斜面の亀裂 ②浮き石 ③落石
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▼
情
報
統
計
係

松
井

達
哉

（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
兼
水
産
係
）

▼
総
務
課
付
係

藤
田

祐
也

（
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
）

総
務
課

財
務
企
画
課

税
財
管
理
課

住
民
生
活
課

保
健
福
祉
課

教
育
委
員
会
教
育
振
興
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

建
設
課
（
建
設
水
道
課
か
ら
再
編
）

▼
企
画
調
整
係

豊
田

龍
哉

（
税
財
管
理
課
管
財
係
）

▼
財
政
係

吉
田

将
利

（
新
規
採
用
）

▼
課
長
補
佐
兼
住
民
活
動
係
長武

藤

知
憲

（
同
課
住
民
活
動
係
長
）

▼
環
境
衛
生
係
長

花
松

賢
一

（
教
育
振
興
課
教
育
総
務
係
長
）

▼
戸
籍
住
民
係
長

磯
田

昭
次

▼
課
長
兼
管
財
係
長

藤
川

勝
利

（
同
課
長
兼
管
財
係
長
兼
収
納
係
長
）

▼
収
納
係
長

吉
田

達
也

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
室

予
防
接
種
係
長
）

▼
管
財
係

西
方

苗

（
財
務
企
画
課
企
画
調
整
係
）

▼
管
財
係

八
重
樫

貢

（
定
年
退
職
・
新
規
再
任
用
）

▼
課
長
補
佐
兼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
室
次
長
兼
予
防
接
種
係
長

石
山

英
伸

（
同
課
長
補
佐
兼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
室
次
長
）

▼
社
会
福
祉
係
長

山
口

雄
也

（
住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係
長
）

▼
社
会
福
祉
係

千
葉

峰
矢

（
産
業
振
興
課
農
地
整
備
係
兼
林
務
係
）

▼
保
険
給
付
係

石
垣

一
生

（
新
規
採
用
）

▼
副
町
長
兼
同
所
長
事
務
取
扱

佐
々
木

幸
博

（
副
町
長
）

▼
副
所
長
兼
介
護
予
防
係
長
兼
在
宅
支
援

係
長

渡
邊

夕
喜

（
同
セ
ン
タ
ー
介
護
予
防
係
長
兼
在
宅
支

援
係
長
）

▼
在
宅
支
援
係

和
田

香

（
新
規
採
用
）

▼
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

山
崎

佳
之

（
同
課
長
）

▼
林
務
係
長

落
合

俊
公

（
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長
）

▼
農
地
整
備
係
主
査

齋
藤

貴
史

（
同
課
農
地
整
備
係
主
査
兼
農
務
係
主
査
）

▼
水
産
係
兼
林
務
係

藤
澤

健
人

（
教
育
振
興
課
生
涯
教
育
係
）

▼
農
務
係

大
辻

敦
美

（
総
務
課
情
報
統
計
係
）

▼
農
務
係
兼
農
地
整
備
係

田
口

雅
斗

（
同
課
農
務
係
）

▼
商
工
観
光
係

井
出

淳
基

（
新
規
採
用
）

▼
課
長
兼
都
市
計
画
係
長

田
原

慎
也

（
建
設
水
道
課
長
（
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
）

兼
水
道
業
務
係
長
）

▼
土
木
管
理
係
長

大
庭

悟

（
建
設
水
道
課
土
木
管
理
係
長
）

▼
建
築
係
長

長
谷
川

潤

（
建
設
水
道
課
建
築
係
長
）

▼
建
築
係
主
査

佐
々
木

誠

（
建
設
水
道
課
建
築
係
主
査
）

会
計
管
理
者

▼
会
計
管
理
者
補
助
組
織
会
計
係
兼
物
品

出
納
係

一
ノ
戸

千
尋

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
室
予
防
接
種
係
）

保
育
所

▼
所
長
兼
児
童
保
育
係
長
・
児
童
セ
ン

タ
ー
館
長
兼
児
童
セ
ン
タ
ー
係
長

大
水

麻
理

（
同
所
長
兼
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長
兼
児
童

セ
ン
タ
ー
係
長
）

消
防
署
雄
武
支
署

▼
副
支
署
長
兼
消
防
団
係
長

村
田

康
朗

（
副
支
署
長
兼
庶
務
係
長
）

▼
警
防
係
長

高
宮

幸
広

（
予
防
係
長
）

▼
庶
務
係
長

嶋
村

猛

（
警
防
係
長
）

▼
予
防
係
長

池
田

雅
司

（
庶
務
係
主
任
）

▼
予
防
係
兼
救
急
係

伴

健
大

（
警
防
係
）

▼
庶
務
係
兼
消
防
団
係

竹
下

竜
史

（
庶
務
係
）

▼
警
防
係

疋
田

颯

（
新
規
採
用
）

人

事

農
業
委
員
会

▼�

農
地
係
長
兼
振
興
係
長
兼
地
籍
係
長

作
田

竜
人

（
農
地
係
長
兼
振
興
係
長
）

▼�

農
地
係
兼
振
興
係
兼
地
籍
係辻

栄

浩
二

（
定
年
退
職
・
新
規
再
任
用
）

▼
教
育
総
務
係
長

川
口

敦
史

（
産
業
振
興
課
林
務
係
長
）

（
国
保
病
院
医
事
係
長
兼
介
護
老
人
保
健

施
設
業
務
係
長
）

▼
住
民
活
動
係
主
査

佐
々
木

広
太
郎

（
同
課
住
民
活
動
係
主
査
兼
環
境
衛
生
係
主
査
）

産
業
振
興
課

▼
保
育
士
主
査
（
主
任
保
育
士
）

八
重
樫

聖
子

（
同
所
保
育
士
主
査
）

▼
児
童
保
育
係

山
口

季
江

（
保
健
福
祉
課
保
険
給
付
係
）

▼
保
育
士

遠
藤

里
恵

（
新
規
採
用
）

上
下
水
道
課（
建
設
水
道
課
か
ら
再
編
）

▼
課
長
（
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
）
兼
水
道

係
長

永
井

栄
次

（
建
設
水
道
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長
）

▼
水
道
業
務
係
長

澁
谷

有
紀

（
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係
長
）

▼
下
水
道
係
長

下
斗
米

勇

（
建
設
水
道
課
下
水
道
係
長
）

▼
水
道
業
務
係

田
中

宏
典

（
建
設
水
道
課
水
道
業
務
係
）

▼
下
水
道
係

横
道

史
也

（
建
設
水
道
課
下
水
道
係
）

▼
水
道
係

菊
川

武
蔵

（
建
設
水
道
課
水
道
係
）

▼
水
道
係

江
田

一
夫

（
定
年
退
職
・
新
規
再
任
用
）

４
月
１
日
付

 
  （

）
内
は
前
職

国
保
病
院

▼
事
務
次
長
兼
庶
務
係
長
兼
医
事
係
長
・

介
護
老
人
保
健
施
設
事
務
次
長
兼
庶
務
係

長
兼
業
務
係
長

河
原

学

（
事
務
次
長
兼
庶
務
係
長
・
介
護
老
人
保

健
施
設
事
務
次
長
兼
庶
務
係
長
）

▼
医
事
係
兼
介
護
老
人
保
健
施
設
業
務
係

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

▼
土
木
管
理
係
主
査

岡
濱

剛

（
建
設
水
道
課
土
木
管
理
係
主
査
）

▼
土
木
管
理
係
主
査
兼
都
市
計
画
係
主
査

田
中

良
平

（
建
設
水
道
課
土
木
管
理
係
兼
都
市
計
画
係
）

▼
土
木
管
理
係
兼
都
市
計
画
係

濱
野

航
汰

（
建
設
水
道
課
土
木
管
理
係
兼
都
市
計
画
係
）

▼
土
木
管
理
係

和
田

保
弘

（
新
規
採
用
）

▼

佐
々
木

希
美
枝

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼

齋
藤

智
美

（
保
育
所
児
童
保
育
係
長
）

▼

鳥
山

恵
利
子

（
保
育
所
保
育
士
主
査
）

▼

柴
谷

圭
拓

（
産
業
振
興
課
農
務
係
兼
農
地
整
備
係
）

▼

高
橋

利
歩

（
保
育
所
保
育
士
）

▼

掛
川
原

は
る
な

（
保
育
所
保
育
士
）

▼

宇
野

安
久

（
建
設
水
道
課
建
築
係
（
再
任
用
））

▼�

生
涯
教
育
係

加
藤

泰
成

（
新
規
採
用
）

▼
学
校
給
食
係

淡
路

至
尊

（
保
育
所
児
童
保
育
係
）

林
野
火
災
強
調
期
間
に
つ
い
て

林
野
火
災
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
さ
ま

ざ
ま
な
防
災
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
乾

燥
期
に
入
る
４
月
中
旬
頃
か
ら
林
野
火
災

強
調
期
間
が
北
海
道
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
き
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
雄
武
町
で
も「
強
調
期
間
」

を
４
月
21
日
㈬
か
ら
６
月
30
日
㈬
に
設
定

す
る
予
定
で
す
。

こ
の
期
間
中
、
町
で
は
林
野
火
災
予
防

巡
視
員
を
配
置
し
林
野
火
災
予
防
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
野
山
に
入
る
際
は
火
の
取

り
扱
い
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
森
林
を
守
る

た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
産
業
振
興
課
林
務
係

オ
ホ
ー
ツ
ク
紋
別
空
港
の
利
用
促
進
、

観
光
振
興
な
ど
を
目
的
と
し
て
創
設
し
ま

し
た
「
雄
武
町
オ
ホ
ー
ツ
ク
紋
別
空
港
利

用
促
進
助
成
制
度
」
を
令
和
３
年
度
も
実

施
し
ま
す
。

助
成
額
は
、
町
民
は
片
道
１
万
円
、
往

復
２
万
円
。
親
戚
知
人
や
観
光
客
な
ど
道

外
か
ら
の
町
内
宿
泊
者
と
、
町
外
か
ら
雄

武
町
に
通
勤
し
て
い
る
人
へ
の
助
成
は
片

道
５
千
円
、
往
復
１
万
円
で
す
。

申
請
方
法
は
、
紋
別
―
羽
田
間
の
航

空
機
搭
乗
後
60
日
以
内
に
役
場
窓
口
へ

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
請
の
際
に
必
要
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
申
請
用
紙（
役
場
窓
口
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
）

※
搭
乗
者
が
道
外
在
住
者
の
場
合
、
申
請

書
の
宿
泊
証
明
欄
へ
、
宿
泊
し
た
町

内
施
設
・
家
主
の
記
載
・
押
印
が
必

要
で
す
。

②
搭
乗
者
名
が
記
載
さ
れ
た
「
ご
搭
乗
案

内
」（
ピ
ン
ク
色
）
も
し
く
は
搭
乗
証

明
書

※
「
搭
乗
券
」（
水
色
）・「
保
安
検
査
証
」

（
黄
色
）
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

③
申
請
者
と
搭
乗
者
そ
れ
ぞ
れ
の
運
転
免

許
証
、
健
康
保
険
証
の
写
し
な
ど
住

オ
ホ
ー
ツ
ク
紋
別
空
港
利
用
助
成
制
度

所
記
載
の
公
的
身
分
証
明
書

④
印
鑑

⑤
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
（
通
帳
・

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
）

⑥
申
請
者
と
搭
乗
者
が
異
な
る
場
合
（
親

子
・
親
族
関
係
に
限
る
）、
続
柄
関
係

が
分
か
る
戸
籍
証
明
や
住
民
票

対 象 者 助 成 額
・雄武町民
・町外から雄武町に通学している人
・親権者が雄武町民で、町外の学校
に通学している人

・片道利用・・・10,000 円
・往復利用・・・20,000 円

・道外在住者で町内の宿泊施設や親
戚知人宅に宿泊した人
・町外から雄武町に通勤している人

・片道利用・・・ 5,000 円
・往復利用・・・10,000 円

※
満
３
歳
以
上
12
歳
未
満
の
お
子
様
で
、

小
児
運
賃
の
適
用
を
受
け
た
場
合
は
、

助
成
金
額
が
半
額
と
な
り
ま
す
。

※
助
成
額
よ
り
も
割
安
な
航
空
運
賃
プ
ラ

ン
を
利
用
し
た
場
合
は
、�

航
空
運
賃
プ

ラ
ン
の
額
と
同
額
を
助
成
し
ま
す
。

問
財
務
企
画
課
企
画
調
整
係

佐
久
間

利
孝

（
新
規
採
用
）



1011 広報おうむ広報おうむ 広報おうむ広報おうむ広報おうむ広報おうむ 10

  問い合わせ 役場 ☎ 84 － 2121 保健福祉課 ☎ 84 － 2023 地域包括支援センター ☎ 84 － 4495 教育委員会 ☎ 84 － 4240 情報ひろば情報ひろば

11 広報おうむ広報おうむ

ヒ
グ
マ
に
注
意

春
の
雪
解
け
と
と
も
に
ヒ
グ
マ
が
冬
眠

を
終
え
活
動
を
始
め
る
こ
と
か
ら
、
山
菜

採
り
や
釣
り
な
ど
で
野
山
に
入
っ
た
際
の

遭
遇
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ヒ
グ
マ
の
生
息
地
で
あ
る
野
山
に
入
る

と
き
は
、
常
に
周
囲
を
警
戒
し
て
く
だ

さ
い
。

・
野
山
で
の
単
独
行
動
は
、
人
と
ヒ
グ
マ

の
双
方
で
気
付
く
の
が
遅
れ
る
場
合
が

あ
る
の
で
集
団
で
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

・
鈴
の
携
行
や
笛
を
吹
く
な
ど
、
人
の
存

在
を
ヒ
グ
マ
に
知
ら
せ
る
工
夫
を
し

ま
し
ょ
う
。

・
不
法
投
棄
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ヒ

グ
マ
が
人
間
に
慣
れ
て
し
ま
い
警
戒

心
が
薄
く
な
り
ま
す
。

・
動
物
の
死
骸
が
あ
っ
た
場
合
、
死
臭
で

ヒ
グ
マ
が
集
ま
っ
て
く
る
時
が
あ
る

の
で
近
寄
ら
ず
、
速
や
か
に
そ
の
場
か

ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
た
場
合
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
走
っ
て
逃
げ
た
り
大
声
を
出
し
た
り
す

る
と
、
ヒ
グ
マ
を
興
奮
さ
せ
て
し
ま
い

大
変
危
険
で
す
。
こ
ち
ら
に
気
付
い
て

い
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
場
を
静

か
に
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

・
距
離
が
近
い
場
合
は
、
ヒ
グ
マ
か
ら
視

線
を
そ
ら
さ
ず
、
動
き
を
見
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
後
退
し
ま
し
ょ
う
。

・
子
グ
マ
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、
親
グ
マ

が
近
く
に
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

驚
か
さ
な
い
よ
う
、
速
や
か
に
そ
の
場

か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

・
万
が
一
ヒ
グ
マ
が
向
か
っ
て
き
た
ら
、

服
や
持
ち
物
を
そ
の
場
に
置
い
て
、
ヒ

グ
マ
の
気
を
引
く
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

・
ヒ
グ
マ
と
の
遭
遇
を
想
定
し
、
ク
マ
撃

退
ス
プ
レ
ー
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

問
産
業
振
興
課
林
務
係

令
和
３
年
雄
武
町
成
人
式

延
期
し
て
い
ま
し
た
令
和
３
年
雄
武
町

成
人
式
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

日
時
５
月
２
日
（
日
）
14
時
～

場
所

町
民
セ
ン
タ
ー

対
象
者

平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
13
年
４
月
１

日
生
ま
れ
で
、
町
内
外
の
在
住
を
問
わ
ず

雄
武
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

問
教
育
委
員
会
生
涯
教
育
係

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は
届
け
出
を

土
地
の
売
買
・
賃
借
・
交
換
・
営
業
譲

渡
な
ど
、
大
規
模
な
面
積
の
土
地
取
引
に

係
る
契
約
を
締
結
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

土
地
が
所
在
す
る
市
町
村
に
届
け
出
が
必

要
で
す
。

本
町
で
は
、
取
引
面
積
が
都
市
計
画
区

域
で
５
千
㎡
以
上
、
そ
の
他
の
区
域
で

１
万
㎡
以
上
の
場
合
に
届
け
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

届
出
者

土
地
の
権
利
取
得
者

※
売
買
で
あ
れ
ば
買
い
主

届
出
期
限

契
約
締
結
日
を
含
め
２
週
間
以
内

届
出
事
項

・
契
約
当
事
者
の
氏
名
・
住
所
等

・
契
約
締
結
年
月
日

・
土
地
の
所
在
・
面
積

・
権
利
の
種
別
・
内
容

・
取
得
し
た
土
地
の
利
用
目
的

・
土
地
対
価
の
額

提
出
書
類

・
届
出
書
（
窓
口
備
え
付
け
）

・
土
地
取
引
に
係
る
契
約
書
の
写
し
、
ま

た
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

・
土
地
位
置
図
（
５
万
分
の
１
以
上
の
地

形
図
）

・
土
地
お
よ
び
付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に

し
た
５
千
分
の
１
以
上
の
図
面

・
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
た
５
百
分

の
１
か
ら
２
千
分
の
１
程
度
の
図
面

・
そ
の
他
（
委
任
状
な
ど
）

問
財
務
企
画
課
企
画
調
整
係

雄
武
町
農
業
委
員
会
委
員
の
募
集

募
集
人
数

1
人

募
集
方
法

個
人
ま
た
は
団
体
等
か
ら
の
推
薦
、
一

般
募
集

受
付
期
間

４
月
９
日
㈮
～
５
月
６
日
㈭

任
期町

長
が
任
命
す
る
日
か
ら
令
和
５
年
７

月
19
日
ま
で
（
約
２
年
間
）

身
分

雄
武
町
の
特
別
職
の
非
常
勤
職
員

報
酬
の
額

月
額

2
万
5
千
円

主
な
業
務
内
容

・
農
業
委
員
会
総
会
（
６
月
を
除
き
毎
月

開
催
）
に
出
席
し
、
農
地
の
権
利
移
動

や
転
用
に
係
る
許
可
等
の
審
議
お
よ

び
決
定
を
行
い
ま
す
。

・
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約

化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
に
関
す
る
活
動
を

行
い
ま
す
。

・
関
係
団
体
が
開
催
す
る
会
議
お
よ
び
研

修
会
に
出
席
し
ま
す
。（
年
数
回
）

・
農
家
か
ら
の
相
談
対
応
・
助
言
・
指
導

さ
ら
に
は
農
業
一
般
に
お
け
る
情
報

提
供
に
関
す
る
業
務
を
行
い
ま
す
。

推
薦
お
よ
び
応
募
の
資
格

農
業
委
員
と
し
て
推
薦
を
受
け
る
者
ま

た
は
募
集
に
応
募
す
る
者
は
、
農
業
に
関

す
る
識
見
を
有
し
、
農
地
等
の
利
用
の
最

適
化
の
推
進
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
農

業
委
員
会
の
所
掌
に
属
す
る
事
項
に
関
し

そ
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

者
で
あ
っ
て
、
農
業
委
員
の
選
任
予
定
日

に
お
い
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

者
と
な
り
ま
す
。

・
雄
武
町
に
住
所
を
有
す
る
者
を
基
本
と

す
る
が
、
雄
武
町
外
に
住
所
を
有
す
る

者
も
妨
げ
な
い
。

・
雄
武
町
の
職
員
で
な
い
者

・
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
い
な

い
者
（
復
権
者
を
除
く
）

・
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
て
い
な
い

者
（
刑
執
行
終
了
者
を
除
く
）

推
薦
お
よ
び
応
募
の
手
続
き

所
定
の
届
出
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
直
接
提
出

す
る
か
、郵
送
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
届
出
様
式
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局
の
備
え
付
け
、
ま
た
は
雄
武
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で

き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑴
推
薦
の
場
合
の
手
続
き

・
個
人
か
ら
の
推
薦
に
あ
た
っ
て
は
、
農

業
者
等
２
人
以
上
が
連
名
し
、
そ
の
代

表
者
が
推
薦
す
る
も
の
と
す
る
。

・
団
体
等
か
ら
の
推
薦
に
あ
た
っ
て
は
、

団
体
ま
た
は
組
織
の
代
表
者
が
団
体

推
薦
す
る
も
の
と
す
る
。

⑵
一
般
応
募
の
場
合
の
手
続
き

・
一
般
応
募
に
あ
た
っ
て
は
、
募
集
に
応

じ
る
者
が
応
募
す
る
も
の
と
す
る
。

推
薦
お
よ
び
応
募
状
況
の
公
表
等

推
薦
を
受
け
た
者
ま
た
は
応
募
し
た
者

に
つ
い
て
は
、
受
付
期
間
の
中
間
お
よ
び

終
了
後
に
氏
名
、
職
業
、
年
齢
等
を
雄
武

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
公
表
し
ま
す
。

選
考
方
法

農
業
委
員
会
委
員
候
補
者
選
定
委
員
会

に
お
い
て
、
書
類
審
査
等
を
実
施
し
、
そ

の
評
価
結
果
を
参
考
に
町
長
が
選
任
し
、

雄
武
町
議
会
の
同
意
を
得
た
う
え
で
任
命

し
ま
す
。

雄
武
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

町
長
が
選
任
し
た
農
業
委
員
に
つ
い

て
、
議
会
で
の
同
意
を
得
た
う
え
で
、
任

命
の
通
知
を
行
い
ま
す
。

注
意
事
項

・
提
出
さ
れ
た
届
出
書
等
は
、
返
却
し
ま

せ
ん
。

・
推
薦
ま
た
は
応
募
に
係
る
経
費
は
、
す

べ
て
推
薦
者
ま
た
は
応
募
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

・
届
出
書
に
記
入
さ
れ
た
内
容
に
係
る
確

認
を
行
う
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
に
調
査
し
ま
す
。

届
出
書
提
出
先

雄
武
町
農
業
委
員
会
事
務
局

〒
０
９
８
‐
１
７
９
２

紋
別
郡
雄
武
町
字
雄
武
７
０
０
番
地

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
８
４
‐
２
１
２
１

入
札
結
果
の
公
表

令
和
２
年
度
、
町
が
行
っ
た
建
設
事
業

の
う
ち
、
令
和
２
年
９
月
４
日
か
ら
令
和

３
年
３
月
25
日
ま
で
に
発
注
し
た
主
な
工

事
の
入
札
結
果
を
次
の
と
お
り
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。（
工
事
名
、
契
約
相
手
、
契

約
金
額
の
順
）

な
お
、
令
和
２
年
度
に
発
注
し
た

建
設
工
事
等
は
、
50
件
、
金
額
は
、

8
億
２
７
１
８
万
9
千
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

税
財
管
理
課

・
職
員
住
宅
建
設
工
事
（
建
築
主
体
）

㈱
大
和
建
設

３
７
９
５
万
円

・
職
員
住
宅
建
設
工
事
（
電
気
設
備
）

㈲
浜
口
電
気
商
会

７
５
２
万
４
千
円

・
職
員
住
宅
建
設
工
事
（
給
排
水
衛
生
設

備
）

㈲
旭
工
業

１
０
４
２
万
８
千
円

保
健
福
祉
課

・
沢
木
住
民
セ
ン
タ
ー
外
壁
改
修
工
事

㈱
オ
ダ
建
設

６
６
３
万
3
千
円

保
育
所

・
保
育
所
空
調
設
備
工
事

㈱
中
央
製
作
所

１
４
２
４
万
5
千
円

建
設
水
道
課

・
モ
サ
ラ
マ
ン
線
舗
装
整
備
工
事

㈱
な
が
の

２
０
４
０
万
5
千
円

・
宮
の
森
公
園
他
施
設
修
繕
工
事

㈲
福
山
建
設

４
１
５
万
８
千
円

・
オ
コ
ツ
ナ
イ
川
・
ポ
ン
オ
コ
ツ
ナ
イ
川

周
辺
整
備
工
事(

四
阿
・
ベ
ン
チ)

北
振
緑
化
㈱

１
６
２
８
万
円

・
町
道
北
幌
内
７
号
線
外
防
雪
柵
設
置
・

撤
去
工
事

㈲
福
山
建
設

４
４
０
万
円

・
雄
武
浄
化
セ
ン
タ
ー
水
処
理
設
備
改
築

更
新
工
事

天
内
・
浜
口
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

５
２
２
５
万
円

・
沢
木
臨
港
線
外
防
護
柵
改
修
工
事

㈱
な
が
の

４
４
０
万
円

・
沢
木
2
号
線
外
排
水
改
修
工
事

㈲
福
山
建
設

６
８
２
万
円

・
上
雄
武
１
号
線
外
排
水
改
修
工
事

北
振
緑
化
㈱

５
８
３
万
円

教
育
委
員
会

・
図
書
館
ロ
ー
ル
ス
ク
リ
ー
ン
設
置
工
事

㈱
オ
ダ
建
設

５
９
４
万
円

・
町
民
セ
ン
タ
ー
施
設
改
修
工
事

㈲
浜
口
電
気
商
会

４
７
３
０
万
円

消
防
署
雄
武
支
署

・
雄
武
消
防
庁
舎
内
部
改
修
工
事

㈱
本
田
建
設

６
４
９
万
円

国
保
病
院

・
医
療
従
事
者
用
住
宅
整
備
工
事
（
外
構
）

㈱
な
が
の

３
１
６
万
8
千
円

・
医
療
従
事
者
用
住
宅
整
備
工
事
（
建
築

主
体
）

㈱
大
和
建
設

２
６
７
３
万
円

・
医
療
従
事
者
用
住
宅
整
備
工
事
（
給
排

水
衛
生
設
備
）

㈱
旭
工
業

８
５
４
万
７
千
円

・
医
療
従
事
者
用
住
宅
整
備
工
事
（
電
気

設
備
）

㈲
浜
口
電
気
商
会

５
７
２
万
円

問
建
設
課
土
木
管
理
係
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国民年金への加入

暮らしの

年金情報
日本国内に住所を有する 20 歳以上 60 歳未満の人（外国人を含みます。）は、国民年金に加入し、

保険料を納めることが法律で義務づけられています。
国民年金は次の 3 種類に区分され、加入手続きと保険料の納付方法が異なります。

国民年金保険料口座振替の辞退手続きを忘れずにしてください

就職したことにより第 1 号被保険者が厚生年金保険に加入した場合、国民年金保険料の口座振替
は停止されますが、厚生年金保険の加入手続き時期によっては、就職した日以降の国民年金保険料が
引き落とされる場合があります。
「口座振替辞退申出書」を速やかに提出することで、口座引き落としを停止できる場合があります

ので、忘れずに手続きしてください。

年金手帳は大切に保管しましょう

国民年金の加入手続きが終わると年金手帳が交付されます。年金を受給するときなどの身分確認と
して一生を通して使用しますので、大切に保管してください。基礎年金番号は加入する年金制度が変
わっても変更されません。

紛失した場合は、第 1 号被保険者は年金事務所または住居地の市区町村で、第 2 号被保険者は年
金事務所または勤務先を経由して、第 3 号被保険者は勤務先を経由して再交付申請の手続きをして
ください。

問北見年金事務所国民年金課 ☎ 0157 ‐ 25 ‐ 9635（自動音声案内 2 → 2）
問住民生活課戸籍住民係

今月の新着図書 Newly-imported books

悩める人々が立ち寄った小さ
な図書室。不愛想だけど聞き
上手な司書さんが、思いもよ
らない選書と可愛い付録で人
生を後押ししてくれて…。明
日への活力が満ちてくるハー
トウォーミング小説です。

お探し物は図書室まで

青山 美智子/著

部屋で楽しむ
きのこリウムの世界

樋口 和智/著

農家が教える至福の漬物・とにかく死なないため
の「しょぼい投資」の話（えらいてんちょう）・夜
ふけに読みたい神秘なアイルランドのおとぎ話（長
島真以於）・自律神経を整える最善の知恵とコツ・
ニードルフェルトのベビーアニマル（須佐沙知子）・
ジョーさん。のカマンベールチーズやみつきレシピ

（ジョーさん。）・か「」く「」し「」ご「」と「（住
野よる）ほか

きれいでふしぎな粘菌（新井文彦）・せかいいちの
ねこ（ヒグチユウコ）・ひらめき王子松丸くんのひ
らめけ！ナゾトキ学習１～３（ひらめき王子松丸く
ん）・アンパンマンかみしばい 1 ～５（やなせたか
し）・あつかったらぬげばいい（ヨシタケシンスケ）・
ねこはるすばん（町田尚子）・ぼくだってとべるん
だ（フィフィ・クオ）・きみにありがとうのおくり
もの（宮野聡子）ほか

一般図書（      ）（      ） 児童図書（      ）（      ）

水槽やガラスの容器に菌床を入
れてつくる「きのこリウム」。
小さな容器や器で楽しむものか
ら、中サイズの水槽や器、大型
水槽まで、きのこリウムの作り
方を作例とともにわかりやすく
紹介する一冊。

◉ 子ども読書の日・子どもの読書週間 企画展示

「おとなは、どうして働くの？」
4 月 23 日㈮の「子ども読書の日」と 4 月 23 日㈮から 5 月 12 日㈬ま

での「子どもの読書週間」の一環として企画展示「おとなは、どうして働く
の？」を開催します。
「どうして働かなくてはいけないの？どんな仕事があるの？」など、働く

ことについて本を通して考えてみませんか？
展示中の本も貸し出しができますので、たくさんのご利用をお待ちしてお

ります。
期 間 4 月 10 日㈯～ 30 日㈮

第 2 号被保険者に扶養されている日本に住む 20 歳以上 60 歳未満の配偶者。
加入・変更手続き…配偶者の勤務先を経由して年金事務所に届け出を行います。
保険料の納め方…第 2 号被保険者で負担するため、保険料の負担はありません。

自営業や学生などの 20 歳以上 60 歳未満の人で、
第 2・3 号被保険者に該当しない人
加入・変更手続き…住所地の市区町村
保険料の納付方法…日本年金機構から送付される納
付書で納付してください。また、手続きすることで
口座振替による納付もできます。納付が困難な場合
は、保険料免除制度と学生納付特例制度があります。
令和 3 年度保険料…16,610 円（月額）

◉第２号被保険者
会社や工場等に勤務し、厚生年金保険等に加

入している人
加入・変更手続き…勤務先が年金事務所に届け
出を行います。
保険料の納め方…給与から源泉控除され、勤務
先が納付します。

◉第１号被保険者

◉第３号被保険者

13 広報おうむ 12広報おうむ
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会社法が改正されたので、そ
の中の「株式交付制度」に

ついてご紹介します。
「株式交付制度」とは、他の株
式会社を子会社とするときに、会
社法第 199 条第１項の募集株式
の発行を行わずに、被買収会社の
株主に株式を交付することができ
る制度です。
◉「株式交付制度」が設けられた
経緯
会社法改正前は、会社が株式を
対価に買収を行おうとする方法と
して、株式交換をすることが考え
られました。しかし、株式交換で
は、買収会社が被買収会社のすべ
ての株式を取得するため、完全子
会社化を意図しない場合には適切
ではありませんでした。
また、買収会社は、被買収会社
の株主に会社法第 199 条第 1 項
により株式を割り当てる方法も考
えられました。しかし、この手法

は、検査役の検査を要することや
財産価格の填補責任を負うリスク
がありました。
そのため、円滑に子会社化を行
うために、「株式交付制度」が設
けられました。
◉内容
株式交付は、株式会社（株式交
付親会社）が被買収会社（株式交
付子会社）を子会社化する場合に
することができます。そして、株
式交付を行う場合には、検査役の
検査や財産価格の填補責任を免れ
ることができます。
株式交付を行うには、まず、株
式交付親会社が株式交付計画を作
成し、交付計画の閲覧措置を取り、
株主総会特別決議による承認を得
る必要があります。次に、株式交
付親会社が、株式交付計画の内容
等を通知し、株式交付子会社の株
主が申し込みを行います。株式交
付親会社は、株式の数を通知し、

無料法律相談会（事前予約制）☎0158-26-2277
5月 11日㈫13時～16時 地域交流センター2階会議室

通知を受けた申込者は株式の譲渡
人になります。譲渡人は、効力発
生日に、株式を株式交付親会社に
交付し、株式交付計画の定めに従
い、株式交付親会社の株主となり
ます。
◉差止請求・債権者の異議手続等
株式交付親会社の株主は、株式

交付が法令または定款に違反する
場合において不利益を受ける恐れ
があるときは、株式交付を止める
ことを請求することができます。
また、株式交付に際して、金銭

等を交付する場合には、債権者異
議手続をとる必要があります。
そのほか、

株式買取請求
権や株式交付
無効の訴えも
定められてい
ます。

なるほど ! くらしの法律相談 【 第 108 回 】

季節は春です！親子のふれあいと素敵な出会いを見つけに春風にのって子育て支援センターへ遊び
に来ませんか？
自由に利用できる開放時間や仲良し親子教室など、親子の楽しい体験が待っています。どうぞご利

用ください。

ホテル日の出岬からのお知らせ

期 間 令和３年４月中旬～令和４年３月下旬
対 象 0歳から就学前のお子さんと保護者
場 所 子育て支援センター（若草保育所内）
内 容 リズム体操・手遊び・読み聞かせ ほか
１歳児以上対象・・・月、水曜日 10時00分～11時30分
０歳児対象 ・・・金曜日 10時30分～11時30分

子育て支援センターは、新型コロナウイルス感染症対策のため、同一時間に親子４組程度の利用としています。
そのため仲良し親子教室においても、当日電話連絡をいただいて人数調整後の参加となります。
手指消毒、保護者はマスクの着用をお願いします。
※申し込み用紙は子育て支援センターにあります。
年度途中からの入会も可能ですが、４月から参加を希望される人は、４月14日㈬までにお申し込みください。

子育て支援センターだより 子育て支援センター（若草保育所内） ☎ 84 ‐ 4366

今月の担当

梶
か じ も と

本 貴
た か ゆ き

之 弁護士
紋別ひまわり基金法律事務所

令和３年度仲良し親子教室の入会申し込みの受け付け

ホテル日の出岬は町民の皆さまの大切な財産です。
ぜひ、ご利用をお待ちしています。ホテルに対するご意見、
ご要望がありましたら、何なりとご連絡ください。

  オホーツク温泉ホテル日の出岬
☎ 85 ‐ 2626

テイクアウト＆デリバリー
「おうちDEブッフェ」始めました
ピザやポテトなどのファストフードやデザート、そしてエビチリ、

パスタ、ロコモコ、ナシゴレンなどの多国籍料理を数多くご用意して
おりますので、ぜひいろいろな料理をお楽しみください。

また、大人数で楽しめるブッフェプレートもご用意しておりますので、ご家族の記念日やパーティに
いかがでしょうか。
期 間 ４月１日㈭～ 6 月 30 日㈬ 受付・配達可能時間 11:00 ～ 18:00
※テイクアウト＆デリバリーともに 5 日前までにご予約をお願いします。
※デリバリーは 6,000 円以上のご注文から承ります。テイクアウトは全品 10％割引となります。

◉トルコライス
（サラダ・スープ付）   1,080 円

◉メキシカンプレート
（サラダ・スープ・ライス付）     1,180 円

◉牛肉のオイスターソース炒め
（サラダ・スープ・ライス付）   1,080 円

◉海鮮上海炒麺
（サラダ・スープ・小ライス付）  980 円

「レストラン藍」今月のおすすめメニュー

◉ブッフェプレート（3 ～ 4 人前）  

洋食屋さん 4,000 円  パン屋さん 2,800 円

◉麺類
・ナポリタン 500 円 ・ミートスパゲティ 800 円 ・炒めビーフン 800 円

◉ご飯物
・帆立照り焼き丼 1,000 円 ・ロコモコ 1,000 円 ・ナシゴレン  1,000 円

◉中華
・黒酢酢豚 800 円 ・麻婆豆腐 800 円 ・エビチリ  1,000 円
・エビマヨ   1,000 円

◉ファストフード
・フライドポテト 500 円 ・チーズバーガー 800 円 ・ミックスピザ 1,000 円

◉スイーツ
・シフォンケーキ 500 円 ・杏仁豆腐 3 個入り 800 円  ・プリン 3 個入り 800 円
・プロフィッテロール 800 円
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Kids
わんぱくキッズ（若草保育所）～大きくなったら～

かめだ

りく くん

運
転
手
さ
ん

すがわら

はると くん

みんなのひろば
3
月
で
雄
武
町
で
の
私
の
生
活
は
約
一

年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
多
く
の
人
に
出
会
い
、
沢
山

の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
自
己
成
長
に
繋

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

実
は
、
初
め
て
来
町
し
た
と
き
、
広
い

牧
草
地
を
見
て
、
凧
揚
げ
に
最
高
だ
と
思
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
牧
草
の
収
穫
時
期
に
取

材
を
し
た
こ
と
で
、
そ
の
牧
草
も
栽
培
さ
れ

て
い
る
と
知
り
、
勝
手
に
入
れ
な
い
と
分
か

り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
乳
牛
の
飼
料
な
ど
に
つ
い

て
調
べ
て
み
ま
し
た
。
牛
乳
の
種
類
や
お
い

し
い
牛
乳
の
特
徴
に
関
す
る
記
事
を
読
ん

で
、
何
回
も
「
な
る
ほ
ど
！
」
と
驚
き
ま
し

た
。
い
つ
か
搾
乳
な
ど
の
農
家
さ
ん
の
業
務

を
見
学
さ
せ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
な
ど
を
中
心
と
し
た

「
漁
業
」
の
知
識
も
学
べ
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ

ム
も
漁
業
が
盛
ん
で
す
が
、
地
理
や
気
温
が

異
な
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
違
い
が
あ
り
ま

し
た
。

雄
武
の
海
産
物
と
い
え
ば
、
毛
ガ
ニ
・

ホ
タ
テ
・
サ
ケ
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ん
で
く

る
人
は
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
、
私
に

と
っ
て
一
番
強
い
印
象
を
受
け
た
の
は
ホ

タ
テ
で
す
。
美
味
し
く
て
、
特
に
こ
ん
な
に

大
き
な
ホ
タ
テ
を
見
る
の
は
初
め
て
で
し

た
。
ま
た
、
ホ
タ
テ
の
養
殖
の
話
や
漁
場
と

加
工
場
な
ど
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ

と
で
、
日
本
の
自
然
リ
ソ
ー
ス
の
守
り
方
や

安
全
衛
生
問
題
を
し
っ
か
り
管
理
し
て
い

る
こ
と
に
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
は
北
海
道
の
よ
う
に
漁
船
の
陸

上
げ
と
船
下
ろ
し
が
な
い
の
で
、
3
月
に
船

Activity Report
地域おこし協力隊 ～活動レポート～

下
ろ
し
の
見
学
を
し
た
と
き
、
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
雄
武
町
に
来
て
か
ら
、
私
は
旬
の
食
材
を
食

べ
る
習
慣
が
つ
い
た
こ
と
で
、
風
味
の
差
が
実
感
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
の

腕
が
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
と
富
山
県
で

暮
ら
し
て
い
た
と
き
、
ベ
ト
ナ
ム
の
料
理
を
食
べ
た
い

な
ら
簡
単
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
作
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
北
海
道
に
は
、
ベ
ト
ナ

ム
料
理
店
が
少
な
く
て
自
分
で
作

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
皆

さ
ん
か
ら
日
本
の
料
理
を
ご
馳
走

に
な
っ
た
と
き
は
、
お
礼
と
し
て

ベ
ト
ナ
ム
料
理
を
皆
さ
ん
に
紹
介

し
よ
う
と
考
え
て
、
今
ま
で
作
っ

た
こ
と
が
な
い
ベ
ト
ナ
ム
料
理
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
け
ば
、

お
祭
り
な
ど
で
も
ベ
ト
ナ
ム
料

理
を
紹
介
で
き
れ
ば
い
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
一
年
間
は
い
ろ
ん
な
体
験
が
で
き

て
、
北
海
道
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
少
し
ず

つ
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
「
自
分
が
雄
武
町
で
体
験
し

た
経
験
」
や
、「
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
の
魅
力
」

を
多
く
の
人
、
特
に
ベ
ト
ナ
ム
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る
か
、
方

法
を
考
え
て
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。地域おこし協力隊

タオ さん

警
察
官

さわむら

きょうた くん

大
工
さ
ん

みんなの保健室

Everyone's infirmary

母子健康包括支援センター『ぷちさぽ』では、「子どものことばが遅い気がする」「かんしゃくがひどく
て大変」「友だちとのトラブルにどう対応するといいの」などの相談を受けることが少なくありません。
顔や体型が違うように、性格も一人ひとり異なる個性を持っています。
大切なのは、その子の個性や発達特性に合わせた対応です。

子どもの発達を支えるということ・・・

↑ベトナム料理

問保健福祉課保健係
※令和3年3月現在

・どんな遊び（学習など）が好きかな？
・どんな伝え方をすると、聴く（注目する）ことができるかな？
・具体的にほめられると、どんな反応をするかな？
などの日常生活に加え、専門職による行動観察や発達検査も
あります。

私たちは、叱られる（「良い方向に導かれる」の意）ことからの学びは、即効性がある反面持続しませんが、
具体的に行動をほめられる経験は、繰り返し行うことで好ましい行動の定着が望めます。

特に発達障がいは、「生まれつきの脳のタイプの違い」と考えられていますが、障がいの有無にかかわ
らず、人は一生をかけて成長、発達していきます。周囲の方が凸凹のある発達の仕方を理解し、支援する
ことにより、障がいの程度を軽くできる可能性がある、という視点はとても重要です。
また、発達を支える基本のこころと体を作るためにバランスのとれた「栄養」と質の良い「睡眠」が、
必要です。

・朝ごはん（肉、魚などのたんぱく質は必ず）をしっかり食
べる
・遅くても21時には寝る
・体全体をつかってよく遊ぶ
・夜は暗い部屋で眠り、朝は太陽の光を十分に浴びる
「情緒を安定させるホルモン」や「気持ちをはつらつとさせるホル
モン」が分泌されます。

母子健康包括支援センター『ぷちさぽ』にご相談ください。 （☎84-2023）
一人ひとりの子どもに合わせた育て方、支え方を一緒に考えていきましょう。

子どもを「よく観る」とは

子どもの健康づくりを考えましょう

ぷちさぽ
母子健康包括支援センター母子健康包括支援センター

右のQRコードをスマートフォンなどで読み込んでいただくと『ぷちさぽ』
について詳しいパンフレットをご覧いただけます。

パンフレット
（PDF）
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第 289 回

雄高 FILE 校訓「風に立て」OUMU High School
4
月
の
行
事
予
定

8 日木 着任式、始業式、入学式、PTA 総会
9 日金 新入生オリエンテーション、

２・３年生集会、新入生歓迎会
12 日月 基礎力診断テスト（全学年）
15 日木 身体測定
23 日金 心電図・Ｘ線写真（１年生）
27 日火 地区別懇談会
28 日水 生徒総会

◉令和２年度第 70 回卒業式挙行
令和２年度の卒業式は、新型コロナウイルス

感染症防止の対策を取りつつ、来賓や保護者、
在校生、教職員が見守る中、14 人が巣立って
いきました。

◉英語の授業の様子
１年生の英語の授業では遠隔システムを用い

た興部高校からの配信授業をティーム・ティー
チングで実施しました。動画や例文を参考にし

ながら料理に関する動詞の意味を推測させ、解答し
た後に発音練習をしました。教師のジェスチャーを
見て、その動作を表す動詞を答える活動も行うなど、
日常的な題材ということもあり、生徒は大変意欲的
に学習に取り組んでいました。

◉お世話になりました
本校を離任する教職員を紹介します。新天地でのご
活躍を祈念します。
中島 淳夫 校長（定年退職 稚内高校教頭（再任用））
吉岡 直哉 教諭（鹿追高校）
有路 礼子 養護教諭（任期満了）
秋山 康弘 事務長（利尻高校）

羽田発 10：45 → 紋別着 12：30

紋別発 13：10 → 羽田着 15：00

4 月の運行時間
375 便

376便

オホーツク紋別空港ダイヤ

※4月は欠航日があるため、運航状況についてはオホーツク紋別空港ホーム
ページ（https://www.ok-m.jp/）などでご確認ください。

無料空港送迎バス時刻表
紋別バスターミナル発 12：00
紋別空港着 12：17
紋別空港発 12：45
紋別バスターミナル着 13：02

※4月28日以降の運航予定はオホーツク紋別空港ホームページ（https://
www.ok-m.jp/）などでご確認ください。

（4月28日まで月・水・金・日曜日のみ運航）

☞ 社会保険事務相談（事前予約制）☎ 0157-33-6007

☞ 自動車運転免許更新時講習（事前更新手続必要）

☞ 人口と世帯数（3 月 31 日現在）※住民基本台帳人口

☞ 戸籍の窓口（2 月 27 日～ 3 月 31 日届け出分）※敬称略

   ☞ 寄付（2 月 25 日～ 3 月 25 日受付分） ※敬称略

人 口 4,328 人（日本人 4,113 人、外国人 215 人）
（前月比 7 人減 / 前年比106人減）

男 2,074 人（日本人 2,013 人、外国人 61 人）
（前月比 3 人減 / 前年比 31 人減）

女 2,254 人（日本人 2,100 人、 外国人 154 人）
（前月比  4 人減 / 前年比 75 人減）

世帯数 2,257 戸（日本人 2,045 戸、外国人 207 戸）
（前月比 7 戸増 / 前年比 49 戸減）

防災行政無線が聞き取れなかった時は
８４－２５２３
テレホンサービスで確認を！！
※通信料金がかかります

◎診療時間 8：30 ～ 12：00（受付 11：30 まで） 13：30 ～ 17：15（受付 16：15 まで）

☆こんにちは赤ちゃん（出生）
亀田 音

お と は
波（雄太・優奈／女／潮見町）

面民 真
ま な と

徳（規幸・奈月／男／末広町二区）
吉田 歩

あ お
生（隆徳・明星／男／栄丘）

田中 彩
あ や み

未（航平・里香／女／新沢木）
阿部 快

か い り
俐（慎也・香澄／男／新沢木）

◉お悔やみ申し上げます（死亡）
篠原 一夫  88 歳（魚田）
池田 金作  93 歳（魚田）

※出生は出生日を含めて 14 日以内、死亡は死亡を知った
日から 7 日以内に届け出をしてください。

☞ 役所への苦情、意見、相談 ☎ 84-3402

行政相談所 4 月 13 日㈫
5 月 11 日㈫ 13：30 ～ 15：30

役場町民ホール 行政相談委員 近江谷 春夫

☞ お知らせ

※社会情勢を鑑み中止になる可能性があります。

内 科
（ 平 岡 医 師 ） １６日㈮は午後不在となります。

内 科
（ 山 本 医 師 ）

15 日㈭、16 日㈮、22 日㈭、23 日㈮、30 日㈮の診
療となります。

内 科
（ 岡 田 医 師 ） ８日㈭、9 日㈮の診療となります。

外科・整形外科
（ 桂 巻 院 長 ）

23 日㈮は午後不在、13 日㈫、27 日㈫は 14 時か
ら 14 時 30 分まで不在となります。
20 日㈫は 14 時から 15 時まで不在となります。
※毎日 10 時 30 分から 11 時 30 分までは病棟回診

時間となります。

小 児 科 毎週月曜日は 1 日診療（午前診療・午後予防接種）
9 日㈮、23 日㈮は午後のみ診療となります。

耳 鼻 咽 喉 科 毎週木曜日の午後からの診療となります。
２9 日㈭は祝日のため休診となります

4 月 8 日㈭ ♡読み聞かせフムフムの会    11：00 ～

10 日㈯ ☆一輪車教室 10：00 ～

15 日㈭ ◉乳幼児健康診査    12：15 ～

☆けん玉検定 16：00 ～

17 日㈯ ☆サッカー教室 14：00 ～

19 日㈪ ♡仲良し親子教室    10：00 ～

20 日㈫ ♣おうむすこやか健診   6：30 ～

21 日㈬ ♣おうむすこやか健診   6：30 ～

♡仲良し親子教室          10：00 ～

22 日㈭ ♡仲良し親子教室          10：30 ～

23 日㈮ ♡仲良し親子教室    10：30 ～

２4 日㈯ ☆入学・進級おめでとう会 10：00 ～

☆卓球教室 14：00 ～

26 日㈪ ♡仲良し親子教室    10：00 ～

28 日㈬ ♡仲良し親子教室    10：00 ～

29 日㈭ ☆けん玉検定 10：00 ～

30 日㈮ ♡仲良し親子教室    10：30 ～

5 月 7 日㈮ ♡仲良し親子教室    10：30 ～

開
催
場
所

◉
役
場

♣
町
民
セ
ン
タ
ー

♡
若
草
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☆
児
童
セ
ン
タ
ー

◎香典返しを廃して（社会福祉協議会へ）
遠藤 絹子 （末広町一区）
池田 誠 （緑町）
池田 憲司 （魚田）
篠原 キエ子 （魚田）

4 月 21 日㈬
    22 日㈭

13：00 ～ 17：00
9：00 ～ 14：30  

紋別市民会館

新型コロナウイルス感染拡大予防のため、今月
号の小さな美術館は休載になりますので、ご了
承ください。

こんなに便利マイナンバーカード 問住民生活課戸籍住民係
マイナンバーの提示と本人確認を求められたとき 1 枚で済ませることが

できるのがマイナンバーカードです。ぜひ申請しましょう。

4 月 27 日㈫ 雄武町民センター
 優良運転者講習 13：00 ～ 13：30

 一般運転者講習 13：50 ～ 14：50

イベントカレンダー

国保病院情報（小児科と耳鼻咽喉科は、日程が
急きょ変更する場合があります   ）
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Editor's note

雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい
自然を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、
郷土愛にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわ
せのため、 ― すこやかに、なごやかに、まめやか
に ― 励まし合い、希望と自信をもって、生きが
いある生活につとめ、たしかな未来につながる信条
をかかげて、朝夕守りとおすことを誓い合います。

雄 武 町 民 憲 章 （ 町民の誓い ）

一、自然を生かし、住みよい環境をつくります。
一、きまりを守り、明るい社会をつくります。
一、ともに助け合い、楽しい職場をつくります。
一、元気に働き、豊かな家庭をつくります。
一、希望に生き、たくましい雄武町民となります。

 昭和 46 年 3 月 19 日制定

▼この時期は、卒業式や入学式、新た
に社会人になる人など、出会いや別れの
取材を多くしてきました。そんな私も
広報紙作成を離れることとなりました。
3 年間取材で沢山の人にお世話になり、
多くの経験ができました。私は異動と
なりますが、これからも広報おうむを
よろしくお願いいたします。（大辻）

株式会社オダ建設

菅
す が わ ら

原 孝
た か あ き

映さんFresh Talk
～ フレッシュトーク ～

▼ 4 月といえば、新生活や新学期
など、変化が多い月だと思います。
しかし、新型コロナウイルス感染症
の影響で、いつも通りとは行かない
人も多くいらっしゃると思います。
感染症などの暗いニュースも多いで
すが、それにも負けずに今年度も頑
張っていきたいです。（結城）

「
住
宅
の
設
計
が
で
き
る
建
築
士
に
な

り
た
い
。」
そ
う
話
す
の
は
、
雄

武
高
校
を
卒
業
後
、
株
式
会
社
オ
ダ
建
設

に
入
社
し
て
5
年
目
に
な
る
菅
原
さ
ん
。

「
高
校
の
就
職
面
談
で
生
徒
指
導
の
先
生

か
ら
オ
ダ
建
設
を
紹
介
さ
れ
た
と
き
、
中

学
・
高
校
時
代
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

お
世
話
に
な
っ
て
い
て
、
職
場
の
雰
囲
気

が
良
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
受
け
て

み
よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。」
と
応
募
し
た

経
緯
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

現
在
は
外
壁
の
改
修
工
事
や
面
積
の
計

算
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

「
最
初
は
、
大
工
と
し
て
の
採
用
で
し

た
が
、
会
社
が
専
門
学
校
に
通
わ
せ
て
く

れ
て
、
そ
こ
で
設
計
士
の
勉
強
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
お
か
げ
で
、
今
の
仕
事
を
任

せ
て
も
ら
え
て
い
ま
す
。」
と
会
社
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
が
伝
わ
り
ま
す
。

「
今
は
、
材
料
の
数
量
計
算
な
ど
を
主
に

や
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
答
え
合
わ
せ
が
で

き
な
い
こ
と
が
大
変
で
す
。
学
生
の
こ
ろ

は
、
問
題
が
あ
っ
て
そ
れ
に
対
す
る
答
え
が

必
ず
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、今
の
仕
事
は
、

自
分
で
答
え
を
探
さ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
失

敗
が
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
先
輩
や
上

司
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
失

敗
を
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
で

も
、
そ
の
よ
う
な
重
要
な
仕
事
を
任
せ
て
も

ら
え
て
い
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。」
と
力
強
く
話
し
ま
す
。

「
将
来
は
、
建
築
士
の
資
格
を
取
得
し
た

い
。
そ
し
て
家
の
設
計
を
任
せ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
た
い
。」「
ま
だ
ま
だ
、
勉
強
す

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は

経
験
を
積
ん
で
素
晴
ら
し
い
仕
事
が
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。」
と
将
来
の
目
標
に

向
け
て
日
々
努
力
を
続
け
ま
す
。


